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令和７年１２月１０日 

                         （2025 年） 

保護者の皆さまへ 

                        吹田市立第一中学校  

                        校 長 池田 広恵  

 

令和７年度 全国学力・学習状況調査の分析について 

 

 本年度、３年生を対象として「令和７年度全国学力・学習状況調査」を実施し、８月下旬

に個人ごとの結果をお返ししました。また吹田市でも、今回実施した調査結果の概要を吹田

市のホームページを通じて公表しております。 

 この調査は中学校の最終学年のみを対象とした調査であり、教科も国語・数学・理科に限

られております。また、測定されたものは学力の一部であり、学校における教育活動の一側

面に過ぎません。そのことを踏まえつつ、調査によって得られた課題を明らかにし、その改

善に全力を注ぐことが、調査本来のねらいであると考えています。 

 対象となった３年生には、よりきめ細かな指導ができるよう取り組みを進めるとともに、

学校全体として課題に応じた学力向上につながる具体的な指導方法の工夫改善も図ってま

いります。各ご家庭におかれましても、以下の分析結果をもとに、今後の家庭学習の指針と

して、参考にしていただきますようお願いいたします。 

 

１ 教科に関する調査結果の分析 
○国語 
【知識及び技能】及び【思考力・判断力・表現力 

等】において、各設問、正答率が全国平均を上回っ

ている。 

無回答率は、全国平均を下回っている項目もある

が、記述式の問題については、無回答率が他の問題

と比べて、高い傾向にある。 

 

 

【知識及び技能】 

（１） 言葉の特徴や使い方に関する事項について、概ねできている。特に「文脈に

即して漢字を正しく書く」については、全国的に解答しにくい設問であった

が、適切に答えることができていた。 

ただし、無回答率についても、全国平均よりも高い数値となっている。 

 

【思考力・判断力・表現力等】 

（１） 話すこと・聞くことについては、概ねできている。 

（２） 書くことについては、概ねできているが、無回答率が各設問において、10

％を超えている状態である。 

（３） 読むことについては、概ねできている。 
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●国語における成果と今後の改善点について 

日常的に【思考・判断・表現】についての課題を多く設定していることか

ら、文脈や構成を適切に読む力の定着が成果として表れた結果となってい

る。一方で、書くことにおいて、無回答率が高くなり、自分の意見を表現

することが苦手な傾向が見られた。そのため、【知識及び技能】の定着を

確実に図りつつ、作文などの表現活動を通して、自分の考えを表現できる

機会を増やしていく。 

 
 

○数学 
【知識及び技能】及び【思考力・判断力・表現力 

等】において、全体的に全国平均を上回っている。 

また、無回答率は、数学的な表現を用いて説明す

る問題で高い傾向にある。 

 

 

【各領域】 

（数と式）全国平均より高い正答率である。計算や基礎知識を問う問題については、

相当数の生徒が理解できており、計算力や基礎知識が定着していること

がうかがえる。 

（図 形）全国平均より高い正答率であるが、筋道をたてて証明する問題について

は表現が十分でない回答をする生徒が一定数いた。また無回答率も他の

問題よりは高くなっている。 

（関 数）知識・技能を問う問題はできている。事象を数学的に解釈し、問題解決

の方法を数学的に説明することができるかどうかをみる問題は、全国平

均を上回っているが無回答率が他の問題よりは高くなっている。 

（データの活用）全国平均より高い正答率である。不確定な事象の起こりやすさの傾向を

捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明することができるかどう

かを問う問題は、回答率は他の問題より低い傾向にある。 

 

 

 

 

 ●数学における成果と今後の改善点について 

計算力や基礎知識の定着が成果として表れた結果となっている。また、図形や

関数、データの活用分野で全国平均を上回る点も評価できる。一方、証明問題

や数学的な表現を用いて説明する問題の回答率が、他の問題に比べ低いことが

課題である。論理的思考や表現力を養う指導に加え、自分の考えを説明する機

会を今後も増やしていく。 
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○理科 
【知識及び技能】及び【思考力・判断力・表現力 

等】において、全体的に全国平均を上回っている。 

特に実験の条件やデータを比較して考えるものや

記述で答えるものは特に正答率が高く無回答率が

少ない傾向がみられた。一方で知識を問う問題、選

択式の問題では無回答率が多い問題もあった。 

 

【各領域】 

（エネルギー分野） 

回路と発電量や音と振動数の関係についての問題では、全国平均より正答率が 

大幅に高かったが、無回答率も高くなっていた。 

（物質分野） 

密度の大小の比較や化学変化をモデルで表すことについての問題では、全国平均 

より正答率が大幅に高く、さらに、出題内容で振り返りを考え記述する問題は無 

回答率が低かった。一方で、記憶しておくべき元素記号を答える問題では、文字 

を正確に書けていなかったり、化学式で表していたり、無回答率が高かった。 

  （生命分野） 

植物や人体のからだのつくりについての問題では、全国平均より正答率が大幅に 

高かった。一方で、水中で呼吸を行う生物についての知識は定着率が低かった。 

（地球分野） 

気圧に関しての知識やその内容を活かして考える問題では全国平均より正答率 

が大幅に高かった。一方で地層を構成する粒子の大きさを分析して考える問題で 

は無回答率が高くなっていた。 

 

 

 

 ●理科における成果と今後の改善点について 

基本的な学習内容に関しては、定着率が高い傾向にあり、授業における演習や

課題の成果が考えられる。一方で、誤字や計算ミスなど、正確にマスターする

、あるいは細かなミスをなくす手立てや問題に取り組むことが必要である。ま

た、ある事象などをもとに、既習事項を活かして科学的に考える力を伸ばす手

立てを通して、全体の無回答を減らすように取り組む。 
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２ 生活習慣や学習環境等に関する調査の傾向 
 

  ○学習・生活環境調査 

 

① 毎日朝食をとり、同じ時刻に起床し、同じ時刻に就寝している生徒が全国値よ

り上回っている。 

② 「学校に行くのは楽しいと思いますか」「先生は、あなたのよいところを認め

てくれていると思いますか」の肯定的な回答が全国値を上回っており、「困り

ごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか」に

ついての肯定的な回答も、全国値を上回っている。 

③ 「将来の夢や目標を持っていますか」についての肯定的な回答は、全国値を下

回っている。 

④ 「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」は全国値と

同じ数値だが、「あてはまらない」の回答が全国値よりも高い。 

⑤ 「学校の授業時間以外に、普段（月曜日～金曜日）や土曜日と日曜日、１日当た

りどのくらいの時間、勉強をしますか」について、勉強時間が全国値を上回っ

ており、家庭や塾などでの学習が充実していると考えられる。 

⑥ 「あなたの家には、およそどのくらいの本がありますか」では、肯定的な回答

が全国値を上回っていたが、「学校の授業時間以外に、普段（月曜日～金曜日）、

１日当たりどれくらいの時間、読書をしますか」では、肯定的な回答が全国値

を下回っていた。このことから、身の回りに本がある環境が整っているが、本

を読む習慣が身についていない。または、本を読む時間がないと考えられる。 

⑦ 「自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか」「分からないこと

や詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫することは

できていますか」では、肯定的な回答が全国値を上回っている。 

⑧ １，２年生の時に受けた授業において「自分の考えを発表する機会では、自分

考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表してい

ましたか」「課題解決に向けて、自分の考え、自分から取り組んでいましたか」

「各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行っ

ていましたか」では、肯定的な回答が全国値を上回っている。 

⑨ 「１，２年生の時に受けた授業において PC・タブレットなどの ICT 機器をど

の程度使用しましたか」について全国値を下回っている。 

⑩ 「ICT 機器で文章を作成することができると思いますか」「ICT 機器を使って

情報を整理する（図、表、グラフ、思考ツールなどを使ってまとめる）ことがで

きると思いますか」「ICT 機器を使ってプレゼンテーション（発表スライド）を

作成することができると思いますか」についての肯定的な回答は、全国値を上

回っている。 
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３ 今後の取り組み 
 

  本校では、これまで「主体的、対話的で深い学び」に向けた「学び合いの授業（協働学

習）」を進めており、「思考を深める」取り組みを行ってきています。また、GIGA スク

ール構想に基づいて SUN ネット端末の効果的な活用に努めています。 

  今回のアンケート結果から、本校の生徒は生活習慣の安定や学習意欲、先生との信頼 

関係など、多くの面で全国平均を上回る良好な傾向を示していることが分かりました。 

毎日朝食をとり、規則正しい生活を送る生徒が多いことは、心身の健康を支える基盤で 

あり、学習や学校生活の充実につながっています。また、「学校が楽しい」「先生が認 

めてくれる」「困ったときに相談できる」といった回答が全国値を上回っていることは、 

学校全体の安心感や居心地の良さを示すものであり、今後も継続して大切にしていく 

べき強みです。 

一方で、課題も明らかになりました。まず「将来の夢や目標を持っているか」の回答 

が全国値を下回っている点です。これは、生徒が自己の進路や将来像を十分に描けてい 

ない可能性を示しています。今後はキャリア教育を一層充実させ、地域社会との連携を 

通じて、生徒が自分の可能性を広げ、夢や目標を具体的に持てるよう支援していく必要 

があります。 

また、いじめに関する設問では「どんな理由があってもいけない」との回答が全国値 

と同じである一方、「あてはまらない」と答えた割合が高いことも課題です。これは、 

いじめに対する認識の差や、問題意識の希薄さを示している可能性があります。学校と 

しては、道徳教育や人権教育をさらに強化し、具体的な事例を通じて「いじめは絶対に 

許されない」という価値観を徹底していくことが求められます。 

学習面では、家庭や塾での勉強時間が全国値を上回っていることから、学習習慣が定 

着していると考えられます。しかし、読書習慣については全国値を下回っており、身近 

に本がある環境が整っているにもかかわらず、読書時間が確保されていない現状が見 

られます。今後は学校図書館の活用促進や読書活動の工夫、授業との連携を通じて、読 

書の楽しさを伝え、学びの幅を広げる取り組みを進めていく必要があります。 

さらに、ICT 機器の使用頻度が全国値を下回っている点も改善課題です。 ICT 活用に 

関するスキル自体は全国値を上回っているものの、授業での使用機会が少ないことが 

背景にあると考えられます。今後は授業設計に ICT を積極的に取り入れ、情報整理や 

発表活動などで活用する場面を増やすことで、学びの質を高めるとともに、社会で必要 

とされる情報活用能力を育成していくことが重要です。 

総じて、本校は生活習慣や学習意欲、先生との信頼関係といった強みを持ちながら 

も、キャリア教育、いじめ防止教育、読書習慣の定着、 ICT 活用の拡充といった課題に 

取り組む必要があります。これらを計画的に進めることで、生徒一人ひとりが安心して 

学び、未来に向かって主体的に成長できる学校づくりを目指していきます。 

今後も、「人権尊重の精神を基盤として、社会とつ

ながっていける生徒」を育成していくために尽力して

いきますので、ご家庭におかれましてもご協力のほど

よろしくお願いします。 

 


